
株式会社アルビオン（本社：東京都中央区、代表取締役社長：小林章一）は、福島県内の高校生と共

に、東京丸の内にて福島特産品の販売会を開催いたします。 

●企画目的 

震災から3年が経過し、今なお様々な状況と向き合いながらも力強く歩み始めている福島県の

方々がいます。福島県在住の高校生が、地元の特産品を通じて福島の魅力を外部の多くの方に伝

え広めることで、改めて自分のふるさとを誇りに思っていただける機会となり、「復興のリー

ダーとして自分達にできることは何か」を考えるきっかけとなることを目的としています。 

●企画背景 

アルビオンでは、東日本大震災の支援を継続しておこなっています。昨年、新たな取り組みとし

て東北復興社内マルシェを開催。社員自ら被災地に出向き、そこで出会った特産品や現地の方々

の想いを社内に広める目的で、社員の手による買い付けと販売会を開催致しました。 

今年は社員をはじめ、外部の方にももっと東北の魅力を知っていただきたい、現地の方々の言葉

を通して、直接復興にかける想いを感じ取っていただきたいと、地元高校生が主役の社外マル

シェを企画。アルビオンが高校生の販売活動を様々な形でバックアップしていきます。 
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>>>2014.7.2 

※マルシェイメージ 

『福島ふるさと市場プログラム』始動 

～福島の高校生と“想い”を伝え“魅力”を広める～ 

＜プログラム概要＞ 

・販売会： 2014年8月8日（金） 11：30－19：30 

・場所： 東京丸の内行幸地下ギャラリー「青空市場」内に出店 
     ※東京駅直結地下通路スペース 

・主催： ㈱アルビオン 

・共催： (社)Bridge for Fukushima 

・参加者： 福島県内在住の高校生（13名）とアルビオン社員 

・企画内容： 福島の高校生とアルビオン社員が自分達の目で選
んだ特産品を東京丸ノ内の「青空市場」にて販売。
参加いただく高校生には、販売会当日までにアル
ビオン社員が講師となり、3日間の仕入れ・販売講
座を開催。販売活動の一連の流れを体験頂きなが
ら、東北サポーターを一層増やすプログラム。 

会場となる東京丸の内の「青空市場」 
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●参加高校生の募集告知について 

共催のBridge for FukushimaのHP内で6月15日まで、また福島民報にて告知していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●アルビオン社員による、参加高校生に向けた販売活動支援について 

アルビオン社員が講師となり、8/8の販売会に向けて「モノづくり・販売」のノウハウをお伝え

する講座を開催。参加高校生を対象に、福島市内で3日間に分けてレクチャーをおこないます。 

○第1回講座： 7/19(土)10:00～ 

              マーケティング（お客様が望む商品とは？）／接客（あいさつ、言葉づかい） 

○第2回講座： 7/26(土)10:00～ 

              商材プレゼン（リサーチした商材の発表）／必要な宣伝ツールの検討 

○第3回講座： 8/ 1(土)10:00～ 

              経理（金銭管理について）／宣伝（チラシやPOP制作、陳列について） 

※その他、アルビオンの熊谷工場見学等も予定しております。 

6月2日発行「福島民報」掲載 
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■資料 

【アルビオン復興支援の歩み】 

・震災直後 ：義援金、生活物資・サンプル配布、白神山水10万本支援開始 

・2011年11月：第1回被災地ボランティアツアー（宮城県野蒜地区）6名 がれき除去作業 

・2012年4月 ：アルビオンアワード復興を願ったテーマにて公募開始 

・2012年5月 ：第2回被災地ボランティアツアー（福島県会津若松市、南相馬市）6名 

              会津若松市でイベント運営支援/相馬市にてがれき・泥の除去作業 

・2012年10月：東北アートキャラバン開始 

・2012年10月：第3回被災地ボランティアツアー（宮城県野蒜地区、南三陸町）9名 

       野蒜地区にて花畑作り/南三陸町にて「ハンドクリームで科学しよう」講座実施 

・2013年8月 ：第4回被災地ボランティアツアー（宮城県石巻市、南三陸町）9名 

        社内マルシェ向け商品の買い付け/仮設住宅の集会所にて「洗顔教室」「スキンケ

ア・メイク講座」を開催 

・2013年11月：東北復興社内マルシェ開催 

・2014年7月 ：第5回被災地ボランティアツアー（福島県南相馬市小高地区）3名 

             「ハンドマッサージ講座」実施予定 

 

【一般社団法人Bridge for Fukushima】 

東日本大震災からの復興を目指し、福島市・相馬市・南相馬市を中心に活動する一般社団法人。 

海外での緊急支援・途上国開発援助、外資系マーケティング、教員など様々なバックグラウンド

を持つ仲間が集まり、社会起業家のハンズオン支援などを行っています。 

※震災直後の白神山水10万本支援活動時には、福島県相馬市内での配布活動を協働下さいました。 


